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○利用状況（平成２７年３月３１日現在） 

 

１．宿泊型自立訓練利用状況 

区分 

援護の実施者 
男 女 計 

秋 田 市 １ ０ １ 

由利本荘市 ８ ０ ８ 

美 郷 町 １ ０ １ 

計 １０ ０ １０ 

 

 

 

２．日中活動サービス（就労継続支援Ｂ型、自立訓練（生活訓練）） 

利用（登録）状況 

区分 

援護の実施者 
男 女 計 

秋 田 市   １      １      ２ 

由利本荘市     １４      ８     ２２ 

にかほ市       １       １ 

湯 沢 市      １       １ 

能 代 市      １       １ 

横 手 市       １      １ 

大 潟 村   １             １ 

美 郷 町   １             １ 

五城目町        １      １ 

平 塚 市       １      １ 

大 仙 市      １       １ 

計   ２１     １２     ３３ 
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３．共同生活援助利用状況 
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計 

男 男 女 男 男 女 男 男 男 女 男 女 合計 

秋田市  1 2  1 1  1   3 3 6 

横手市         1 1 1 1 2 

由利本荘市 1 3 1 1  2 2 1 2 2 10 5 15 

男鹿市     1      1  1 

湯沢市    2    1 1  4  4 

大仙市 1    1  1    3  3 

大館市     1      1  1 

大潟村   1     1   1 1 2 

にかほ市 2   2    1 1  6  6 

羽後町      1 1    1 1 2 

美郷町     1  1   1 2 1 3 

五城目町          1  1 1 

潟上市  1         1  1 

平塚市   1         1 1 

計 4 5 5 5 5 4 5 5 5 5 34 14 48 
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（７）秋田県阿桜園 

 

○施設運営の概要 

１）利用状況 

  施設入所支援においては４名が契約解除（３名死亡、１名ＧＨ利用）となった

が、２名が新規利用（在宅から１名、ＧＨから１名）となり在籍６７名となった。 

生活介護は施設入所支援利用者６５名と通所利用者７名を含め７２名となり、

生活訓練は新規の新たに１名が利用となり３名となった。（施設入所支援利用者２

名、ＧＨから１名） 

児童施設では、新規に１名が措置入所となり在籍４３名となった。 

 

２）地域生活移行  

  建築基準法に伴う新規グループホーム設置に向けての情報収集及び計画、入居

候補者の検討を行った。施設入所支援と生活訓練を利用していた男子利用者１名

が、グループホームの体験利用を通して新たに入居することになり、地域移行す

る事ができた。   

 

３）就労支援 

  グループホーム入居者において、月 1 回職場訪問を実施し、本人の状況につい

て情報交換を行いながら継続して就労できるよう支援を行ったほか、身体状況に

応じて就労支援事業所と連絡をとりながら利用回数の調整を行った。今後は、入

居者の高齢化や身体状況を考慮しながら就労支援を進めていくことが課題であ

る。 

 

４）経営改善計画の推進 

  通所事業の検討・見直しを行い、平成２７年度より日中一時支援事業の放課後

支援部分を児童通所支援（放課後等デイサービス）として新規開設する為の準備

を行うとともに、生活介護事業の職員配置を検討し、次年度以降の人員配置加算

を取得する準備を行うことで、今後の事業収支の改善を推進し、より安定した事

業所経営を行うことができるよう努めた。 

  

○施設支援 

  支援課成人棟利用者の状況は、施設入所支援６７名、生活介護６５名、生活訓練

２名である。利用者の高齢化・重度化への対応として、定期的に衣服や履物の点検、

移動マットの利用や車椅子の整備確保を行い、安全に生活できるよう住環境の整備

を図った。 

児童棟は、経過的生活介護が３７名、就学児童生徒は新規に１名が措置入所し６

名となり在籍４３名となった。また、高等部１名が卒業することにより、次年度は

就学児童が５名となる。より良いサービスを提供するために、利用者を対象に嗜好

調査や選択メニューの提供を行ったほか、保護者を対象に満足度調査を実施した。 
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○居宅支援・その他の委託事業 

  短期入所事業・日中一時支援事業においては、利用者のニーズに即したサービス

を提供することができるよう受け入れ環境の充実を図った。また、放課後や長期休

業中の日中一時利用については、児童生徒８名を対象に実施し、より快適な環境で

サービスを利用することができるよう環境面での配慮を行った。 

障害児等療育事業では、延べ人数１０４名に対し、訪問療育事業２５件、外来療

育事業３６５件、療育技術指導事業６件の実施であった。 

相談支援事業においては、指定計画相談支援の件数が増えており、契約者１８６

名に対しサービス利用支援、継続サービス利用支援を実施した。 

委託事業等については、今後のあり方について関係機関と協議を行い、学校放課

後、長期休業中の日中一時については、今後放課後等デイサービスとして実施して

いくことにした。 

重症心身障害者を対象とした生活介護事業は、利用定員５名に対して平均利用が

３．９名であり昨年より利用者数は増加している。冬期間利用を控えるケースや体

調不良での欠席、短期入所利用による欠席の傾向がみられるものの、利用日変更に

より利用回数が増えた利用者がいることや医療行為（胃ろう）を受け、入院による

欠席が減少したことが増加につながっている。 

重症心身障害児を対象とした放課後等デイサービス事業については、長期休業中

の利用希望が多くあり、生活介護利用者と調整を図りながら受入れを行った。 

重症心身障害児を対象とした児童発達支援事業については、相談支援事業所や家

庭相談員などへ事業説明を行うことで利用促進を図り、１名が新規に利用を開始し

た。また、医療行為を必要とする利用者が増えてきている状況であり、看護師と連

携しながら受入れを行うとともに、介護職員等によるたん吸引等研修（第三号）を

受講し、介護職員が特定の医療行為を行う準備をした。 

 

 〔平成２７年３月３１日現在〕 

事  業  名 男 女 計 

計 地域生活支援事業    

 短期入所事業 ８８ ３６ １２４ 

日中一時支援事業 １７０ １１０ ２８０ 

 〃（放課後及び長期休業中） ９９２ ２８１ １，２７３ 

共同生活援助事業(GH) ８ ５ １３ 

重症心身障害者（生活介護）  ４３６（9） ４０８（5） ８４４（14） 

放課後等デイサービス ５３（5） １４（2） ６７（7） 

児童発達支援 ５(1） ０ ５（1） 

その他委託事業    

 障害児等療育支援事業 ３１９ １４６ ４６５ 

相談支援事業 計画相談 １９２ １２５ ３１７ 

基本相談（横手市） ２１２ ６１ ２７３ 

  ＊共同生活援助事業以外は延べ人数で表記、（ ）内は登録者数 
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○健康管理 

  嘱託医や各医療機関と連携を図り、利用者の健康管理に努めた。 

通院関係は、通院延べ人数１，０９９名（昨年度比６９名減）、救急受診者１０名

（昨年度比８名減）、付き添い職員数７８２名（昨年度比３９名減）であり、入院

は１０名（昨年度６名）、述べ入院日数３４５日（昨年度比２５０日増）であった。

精神疾患や骨折で５０日以上の長期入院が３名おり、入院日数が大きく増えている。

また通院等が減少になった事由としては、嘱託医や医療機関との連携を強化し、定

期通院で状況が変わらない方については看護師の状況報告で対処してもらうこと

により、支援現場での負担軽減を図ることができた。 

 今年度はインフルエンザ、感染性胃腸炎等の集団感染はなかった。 

 

○地域交流・社会参加について 

夏祭りには利用者・家族、地域住民・ボランティアを含めて１５７名、阿桜園創

立５０周年記念式典・阿桜園祭には１４９名が参加し、利用者が楽しむ機会を設け

たほか、ボランティアとの花植えや餅つきなどで地域住民との交流を図ることがで

きた。地域奉仕活動では利用者自治会が中心となり職員と共に、幹線道路のゴミ拾

い活動を行った。また、定期的に横手駅前、バス停の清掃活動を実施した。 

 

○苦情解決処理状況 

  苦情受付件数は４件(家族)で、内容は職員の接遇に関して３件、個人情報・守秘

義務に関するものが１件であったが、改善内容を説明し解決に至った。利用者から

相談を聴く場として「何でも相談日」を毎月１回実施しニーズを把握している。年

度末には、第三者委員への苦情報告会を開催し、状況報告と助言を得る場を設けた。 
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利 用 実 施 状 況 調 

平成２７年３月３１日現在 

【施設入所：成 人】            【施設入所：児 童】 

     区分 

市町村 

男 女 別 
合計 

       区分 

市町村 

男 女 別 
合計 

男 女 男 女 

県 

内 

市 

横手市 ２１ ９ ３０ 

県 

内 

市 

横手市 １６ ４ ２０ 

湯沢市 ５ ３ ８ 湯沢市 ５ ２ ７ 

大仙市 ８ ６ １４ 大仙市 ７ １ ８ 

仙北市 ４ ３ ７ 仙北市 １  １ 

    潟上市  １ １ 

    由利本荘市 １  １ 

        

小 計 ３８ ２１ ５９ 小 計 ３０ ８ ３８ 

県 

内 

町 

村 

羽後町 １ １ ２ 
県 

内 

町 

村 

羽後町 ２  ２ 

美郷町 ４ １ ５ 美郷町 １ １ ２ 

    東成瀬村 １  １ 

        

小 計 ５ ２ ７ 小 計 ４ １ ５ 

県 
 
 

外 

足立区  １ １ 
県 

 
 

外 

    

        

        

小 計  １ １ 小 計    

合  計 ４３ ２４ ６７ 合  計 ３４ ９ ４３ 

 

【共同生活援助】  

市 町 村 
希望 あさひ あざみ 

計 
男 女 

横手市 ２ ２ ２ ６ 

湯沢市   １ １ 

由利本荘市 １   １ 

大仙市  １ ２ ３ 

仙北市  １  １ 

美郷町 １   １ 

合  計 ４ ４ ５ １３ 
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（８）やまばと園 
 

○施設運営の概要 

 １）利用状況 

   施設入所支援（定員５０名）については、４月に１名退所し、５月に１名入所

している。１０月にはグループホームより１名入所し、５１名となっている。 

福祉型障害児入所施設については定員より１名欠員の９名であり、相談支援事

業及び特別支援学校や市町村担当課など、関係機関からの情報収集や施設のＰＲ

活動に努めたが新規利用には至らなかった。 

在宅（ＧＨ含む）からの日中活動利用者については、グループホーム及び在宅

より各１名が施設入所し、長期間短期入所を利用していた方が他グループホーム

に入所したため、就労継続支援Ｂ型で１名、生活介護で２名が減となり、在宅利

用者が１５名となった。 

 

 ２）地域生活移行 

   女子グループホームより１０月に１名が施設入所となったため１名減となり、

定員を充足していない状態である。 

   現在のグループホーム２棟を次回更新時の平成３１年度までに関係法令に適

合するよう対応していくことを優先的に取り組むこととし、賃貸物件対応の可否

について建設会社に打診した。 

 

 ３）就労支援 

  稲川養護学校と連携を図り、高等部３年生１名が一般就労することとなった。 

  また、以前より一般就労している利用者については、定期的に職場訪問を行い、

就労上の様々な相談を受け、助言を行うことで仕事に対する意欲の向上、維持を

図った。 

 

 ４）経営改善計画の推進 

 財政基盤の強化として、引き続き日中活動事業における利用者の受け入れ促進

を継続している。光熱水費に関しては、サービスに支障がない範囲で経費節減に

努め、照明のＬＥＤ化も推進させた。 

 また、新規通所利用者を確保するために送迎サービス等を充実させるとともに、

利用者の外出機会を増やすことに努めた。 

 

○施設支援 

   施設入所支援５１名、生活介護５４名（うち在宅８名、ＧＨ１名）、生活訓練

は４名、就労継続支援Ｂ型１０名（うち在宅２名、ＧＨ４名）が利用している。 

施設入所支援では、５５歳以上の中高年層で身体機能の低下による車イスの使

用など、より介護を要する利用者が増加している。生活介護においても利用者の

高齢化等に伴う重度化が見られるなど、支援内容の見直しが課題となっている。 

このため、今年度は成人の男子及び女子トイレの個室の扉をカーテンにし、手
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すりを取り付けることによりシルバーカー使用者等でも使いやすいように改修

するなど、設備面で利用者に配慮した環境を整えた。 

生活訓練は前年同様４名である。就労継続支援Ｂ型では利用者が１名増えて１

０名となった。平均工賃月額は４，０７２円で目標の４，０００円を上回る額を

支給することができた。石鹸製品等の販路拡大を目指し、他施設の行事や地域の

大型イベントへ積極的に出店し、実演販売を行うなど収益アップとＰＲ活動に努

めた。 

福祉型障害児入所施設の就学児４名に対しては、養護学校と定期的に情報交換

を行い、様々な活動を通して基本的生活習慣及び社会性の向上を図ることができ

るよう努めた。 

  

○居宅支援・その他の委託事業 

   平成２６年度は継続して湯沢市、羽後町、東成瀬村の相談支援事業と湯沢市、

羽後町、横手市、東成瀬村の日中一時支援事業を受託したほか、新たに美郷町の

日中一時支援事業を受託した。それにより昨年度以上に地域における在宅支援の

積極的な受け入れに努めた。 

短期入所・日中一時支援事業の利用では、個別対応を要する方及び緊急性のあ

る利用者が増加し、居室の確保や職員配置の調整等受け入れ態勢の構築を要する

など課題もみられた。 

相談支援事業については、園利用者の計画相談が今年度末までに終了すること

ができた。 

いずれのサービスにおいても関係機関等との調整を図りながら、利用者ニ－ズ

に沿ったサ－ビスを目指し、柔軟な対応に努めた。 

 

                      (平成２７年３月３１日現在) 

事 業 名 男 女 計 

地域生活支援事業    

 短期入所事業 １３７件 ７４件 ２１１件 

  日中一時支援事業 ９１１件 １０８件 １，０１９件 

 共同生活援助事業 ５人 ４人 ９人 

 相談支援事業 ５５１件 ２３５件 ７８６件 

その他の委託事業    

 障害児等療育支援事業 ３７５件 １２６件 ５０１件 

 養護学校児童生徒放課後生活

支援事業 
６７０件 １，１３４件 １，８０４件 

   ＊共同生活援助事業以外は延べ件数 
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○健康管理  

   嘱託医による内科検診や医療相談、医療機関での利用者の定期受診を行い、ま

た職員健康診断の実施や産業医による職場環境の改善により、利用者と職員の

健康管理に努めた。特に胃検診に関しては誤嚥性肺炎予防のため、胃透視検査か

ら胃カメラ検査に変更した。感染症に関しては昨年度の反省を踏まえ、利用者の

健康状態を細かくチュックし、素早い対応をした結果、集団感染を予防すること

ができた。今後も感染症防止マニュアルを再確認し、利用者の受入時の健康チェ

ック等を徹底することを全職員で確認した。 

   平成２６年度より看護師が定期的にグループホームを訪問し、栄養士と連携し

て感染症予防、食事指導等健康指導を行った。 

 

○地域交流・社会参加 

 園行事等には地域住民２５人、ボランティア８人の参加を得たほか、天理教ボ

ランティアとの花植え、栗拾い招待など地域住民との交流が継続された。また、

湯沢市社会福祉協議会が運営する地域憩いの場の喫茶コーナーには利用者が給

仕として参加し、地域住民と交流する機会となっている。社会貢献として、冬期

間の除雪ボランティアへ登録し、独居老人宅の除雪依頼が１件あった。また稲川

養護学校の環境美化運動に参加した。 

実習面では、短大・専門学校など１校３名の学生を受け入れ、今後の福祉従事

者の育成に努めた。また体験実習で稲川養護学校教職員１名を受け入れた。 

 

○苦情解決処理状況  

   苦情申し出件数は７件で、サービスに関することが５件、施設・設備に関する

ことが１件、説明・情報提供に関することが１件であった。苦情委員会で内容を

調査の上、申し出者へ回答し了解を得ることができた。３月には第三者委員への

報告会を開催し、助言をいただいた。 

また、利用者からの「何でも聞きます会」を毎月１回開催し、利用者のニーズ

把握と支援内容の改善に努めた。 
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　　利　用　実　施　状　況　調 平成２７年３月３１日現在

【施設入所：成人施設】 【施設入所：児童施設】

男 女 男 女

秋田市 3 3 秋田市

北秋田市 1 1 北秋田市

潟上市 潟上市

能代市 能代市

横手市 5 3 8 横手市 1 1

大館市 大館市

由利本荘市 2 2 由利本荘市

男鹿市 男鹿市

湯沢市 15 5 20 湯沢市 4 1 5

大仙市 1 1 大仙市 1 1

にかほ市 にかほ市 1 1

鷹巣町 鷹巣町

美郷町 1 1 2 美郷町

羽後町 4 6 10 羽後町 1 1

東成瀬村 1 1 東成瀬村

横浜市 1 1 横浜市

伊東市 1 1 伊東市

八王子市 1 1 八王子市

30 21 51 7 2 9

【共同生活援助（グループホーム）】

ﾊﾞｯﾃﾘｰ のどか

男 女

1 1

3 2 5

1 1

1 1 2

5 4 9

男　女　別
計

市町村
計

男　女　別

市町村

合　計

計

合　計 合　計

区分

市町村

由利本荘市

湯沢市

にかほ市

区分

羽後町

県
　
内
　
市
　
町
　
村

県
外

県
　
内
　
市
　
町
　
村

県
外

美郷町

区分
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（９）秋田県身体障害者更生訓練センター 

 

○施設運営の概要 

 １）利用状況 

自立訓練（機能訓練型）期間終了後の選択肢のひとつとなる生活介護サービス

を併設して、自立訓練（機能訓練型）、生活介護、施設入所支援、短期入所、日中

一時支援の各サービスを提供した。 

その結果、自立訓練から生活介護サービスへ移行した方は９人、年間の平均利

用者数は施設入所支援が４８．６人で、定員に対して８１％、自立訓練が２９人

と定員に対して９６．６％、生活介護が２８．３人で定員に対して７０．１％と

利用率は決して低くない状況にある。 

また、利用者数に関しては入所１４名、退所１１名、通所では新規利用３名、

利用終了８名となっている。 

 

 ２）経営改善計画の推進 

利用促進と施設の紹介を兼ねて毎年実施している県内各市町村の福祉担当課へ

の訪問に加え、今年度は医療機関、地域包括支援センターへの訪問を実施した。

９月以降の新規利用者が１３名となっており、訪問の効果があったと判断出来る。

また、ホームページを見ての問い合わせも増えてきている。しかし、新規の利用

者は秋田市以外の地域の方が多く、通所利用者については減少傾向にあり、送迎

体制加算を受給していたが、現在では月平均の送迎車利用が１０名以下の６人台

となることが多く、送迎体制加算を受給出来ない状況にある。 

年間の収入については昨年よりも約４００万円の減収となっているが、平成２

４年度の収入よりは上回っている。 

光熱水費の削減については、職員会議で前月の電気等の使用量を職員に周知す

ることで経費の節減を呼び掛けた。また、真夏日の減少、降雪の少ない状況等に

より使用量は減少した。 

 

○施設支援 

 １）自立（機能）訓練（定員３０名） 

  ○作業療法 

嘱託医の指示及び支援計画検討会議をうけて個別訓練を実施、１コマの人数を

少なくし、マンツーマン対応に近い状況を目指した。また、自主的な取り組みが

可能となるような支援を心がけた。    

ОＴ集団訓練については言語訓練のグループと利き手交換を主としたグループ

を作り、地域生活訓練の担当職員と共同で実施した。地域生活訓練の職員全員が

関わる体制作りを行い、職員全員が利用者の状況を把握できるような取り組みを
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行った。言葉のリハビリの希望者の状況が幅広いために、今回は３グループで実

施している。 

来年度は、将来の方向性として「家庭復帰」、「単身生活」を現実的に目指す方々

への対応を強化し、集団ＯＴについては希望者の多い言葉の練習への対応を厚く

するため、対応職員のマニュアルを作成する予定である。 

 

○理学療法 

嘱託医の処方及び支援計画検討会議に基づき、利用者に対し理学療法評価・訓

練を実施するとともに、運動訓練の支援を行った。 

新規利用者や身体症状の変化のあった利用者の訓練処方を受けるため、または、

補装具購入費支給申請の医師の意見書作成のため嘱託医の診察に立会った。 

(H27 年 3 月現在 15 件) 

杖、下肢装具、車椅子等の新規作製時や修理の際は必要に応じて医師や作製業

者と検討し、適合状態をチェックし、市町村への補装具費購入・修理支給申請の

手続きを支援した。 

理学療法の実施は、個別訓練は自立訓練の利用者を中心に行ない、生活介護の

利用者については主に自己訓練として行う予定であったが、生活介護の利用者数

の増加と機能低下に伴い、生活介護の利用者に対する個別訓練の必要性が増えて

いる。このため新規利用の方や自立訓練の訓練時間の確保が今後の検討課題とな

っている。 

理学療法、運動訓練の対象ではない生活介護の利用者に対する身体状況の評価

と機能維持のための活動について検討が必要である。 

運動訓練班との連携では、今年度より運動訓練の一部に参加して実施している。

この部分については運動訓練職員との連携が図られている。しかしながら、理学

療法のニーズの増加に対して応えられない状況もあり、検討が必要である。 

施設入所支援利用者については障害者総合支援法の補装具費購入申請の基準が

厳しくなっていることから、車いすの必要な入所利用者へ訓練センターの備品と

して貸し出している車いすの使用は例年以上に長期間の使用となっている。故障、

破損した場合の修理、更新は予算の都合もあり迅速に行いたいが、難しい状態で

ある。この件について、福祉用具貸し出し規程の作成を検討中である。 

  

２）生活介護（定員４０名） 

昨年度までは、生産活動として各種軽作業を行い、収入を工賃として利用者へ

還元していたが、利用者の重度化等の理由により定期的な出荷ができなくなり、

中止している。 

今年度は、機能回復を強く望む方々への理学療法や作業療法の他、地域移行を

前提とした施設であることを念頭に利用者自身が選択して行う個別活動や合同で

行うレクリエーション的なグループ活動等も組入れ、機能低下防止を図った。 
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 ３）施設入所支援（定員６０名） 

新規利用件数は１４件、退所者数は８名であり、年度当初は利用者数の減少に

苦慮したが、後半に入所が相次ぎ５０人台の利用を継続している。 

 

 

 ４）通所支援 

年度当初２２名の登録者であったが、３月時点では１７名と減少している。昨

年度通所利用の確保を目的に特別支援学校の実習生受け入れを実施し、４月から

新規で１名が利用している。今年度も１名の実習生の受け入れを実施したことに

より、平成２７年４月から新規の通所利用を開始する予定である。 

２便体制で送迎を実施し、冬期間は出発時間を早めて利用者の便宜を図ってき

たが、一日当りの平均利用実績は６～８名程度となっており、送迎体制加算の受

給が出来ない状況となっている。今後通所利用者の確保は急務と思われる。 

 

 ５）相談支援 

平成２７年度末までに福祉サービスを利用している方のサービス等利用計画を

完了する旨秋田市から指示があり、相談支援専門員２名専従体制で臨んだ。結果

としては、１７２件（新規５８件、継続１１４件）と昨年度と比較し、４１件の

減少となった。 

 

○居宅支援・その他の委託事業 

終了者は他施設利用が４名、家庭復帰が４名となっている。また、通所の１名

の方については、障害者雇用として就労につながっている。 

地域移行を希望している方については、パンフレットの提供、更には施設見学

等を実施して支援を行った。 

委託事業としては、秋田市、由利本荘市、男鹿市から日中一時支援事業の委託

を受けているが、年間の利用実績は一般の日中一時支援が延べ１８件、短期入所

が延べ１２件と昨年度よりも多くなっている。入所利用を希望されていた方の体

験的な意味合いがある利用、地域移行している単身者の体調不良時の受入れ等が

増えている。 

 

○健康管理 

春季健康診断５４名、結核検診１３名、視力検査６４名、秋季健康診断５９名、

インフルエンザワクチン接種６２名、血圧測定は毎月実施した。 

通院回数は年間延べ１，００８件と昨年よりも５０件程増加、通院付添回数も

年間延べ３４４件となっており、こちらも増加傾向である。要因としては疾病の

多様化、合併症等の為複数の診療科目への通院が増えていることが挙げられる。 

入院者については、１８名で昨年度とほぼ変わりなく、入院者の内訳を見ると
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フォローアップ、リハビリ目的の入院がみられたが、昨年度よりは減少している。 

  また、救急受診者も１２名と減少してはいるが、今後も基礎疾患の管理には留

意していく必要がある。 

 

○地域交流・社会参加 

実習生は９件、２３名、ボランティアの参加は４件、３４名と昨年度とほぼ同

数となっている。秋に実施した健康講話については例年通り地域の方へ参加を呼

び掛けたが、参加はなかった。 

買い物が難しい利用者のために、地域にあるコンビニエンスストアから月に１

回の出張販売を行ってもらったり、その店舗に訓練センターのＰＲを兼ねて栽培

した紫陽花をセンターの紹介文を添えて無料で配布した。 

 

○苦情解決処理状況 

  ・受付件数１０件（上半期９件、下半期１件） 

内容の分類 

   サービス内容（職員の接遇）… 1 件 

   サービス内容（サービスの質・量）… 2 件 

   その他… 7 件 

     内訳：①個人の希望・要望… 2 件 

        ②他利用者とのトラブル… 4 件 

        ③上記に該当しないもの… 1 件 

・対応について 

１０件のうち８件は職員の相談援助で解決が図られた。その他１件は、委託先

の給食業者への苦情でもあったため、業者への働きかけも含めて対応した。残り

の１件に関しては、３月の受け付けのため、現在解決に向けて取り組んでいると

ころである。また、必要に応じて職員へ注意喚起するなど職員の接遇改善やサー

ビスの質の向上に努めた。 

利用者間のトラブルに関しては、何度も話し合いを重ねるが、お互いの歩み寄

りが難しいため妥協点も見つけづらく、根本的な解決は難しい。 

苦情という形ではなく、「話をきいてもらいたかっただけ」等『相談』という形

となるケースも多い。今後も引き続き、利用者の方々へ寄り添った支援と話しや

すい雰囲気づくり、苦情、要望の申し出をしやすい環境づくりが必要である。 
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区分１ 0

区分２ 12 男 女

区分３ 28 秋 田 市 38 8 46

区分４ 19 能 代 市

区分５ 6 大 館 市

区分６ 2 鹿 角 市 1 1

無 4 北 秋 田 市 2 2

71 潟 上 市 1 1

男 鹿 市 3 3

由利本荘市 5 5

に か ほ 市 1 1

大 仙 市 0

横 手 市 2 2

湯 沢 市 2 2

仙 北 市 2 2

羽 後 町

小 坂 町

五 城 目 町 1 1

三 種 町

美 郷 町 2 2

藤 里 町

八 峰 町

東 成 瀬 村 1 1 2

八 郎 潟 町 1 1

合　計 62 9 71

計

              １　利用者状況　　　　　　　　　　　　　２　市町村別利用状況

障
害
支
援
区
分

性別
計

　　平成２７年３月３１日現在

利 用 者 状 況 一 覧
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（１０）秋田県点字図書館  

 

○利用状況 

  平成２６年度の個人新規登録者数は８名、登録抹消者は１８名で、登録者数は６

９６名となる。ここ数年の新規登録者は１０名前後で大きな変化はないが、昨年度

は登録抹消が目立った。やはり高齢によるものと思われ、視覚障害者情報機器展示

会での広報活動や盲学校生徒への働きかけ等、より一層のＰＲ活動が必要と思われ

る。登録団体数は３７３団体となる。 

奉仕者等による施設の利用状況については、録音室（４室）の延使用者は１,１７

９名で利用率（注１）５４％、研修室の延使用者は１,３９０名で利用率（注２）４５％で

ある。図書の貸出件数は８,３８６タイトルで、前年度を７１１タイトル下回った。

前年度比利用率は、点字図書０．９％減、デイジー録音図書（注３）１．１％増、テー

プ録音図書１．６％減である。全貸出数に対するそれぞれの比率は、点字図書７．

５％、デイジー録音図書８０．８％、テープ録音図書１１．７％である。 

  点字図書の利用減少は触読利用者の高齢化によるものや、若年層はより多くの情

報ツールに接していることも推測される。 

  （注１）１室を午前と午後で延べ２名利用可能とする。故に１日最大延べ人数８名と 

して算定した。 

  （注２）２室ありパーテーションを開けて多人数にも対応可能。利用率は年間の 

開館日数を基準に実利用日数から利用率を算定した。 

  （注３）デジタル規格の録音図書を「デイジー録音図書」と呼ぶ。視覚障害者等のた 

めの録音図書は、著作者の許可を得ずとも作成でき、専用の再生機のみで 

聞くことができる。 

 

○情報提供 

・利用者からの資料に関する問い合わせは２４件で、検索機能を活用して職員が調

査し、情報を提供した。（レファレンスサービス） 

・ 電話リクエストによる利用者の希望する新聞記事の読み上げを月曜日に４０回実

施し、８０件の情報を提供した。（テレホンニュースサービス） 

・点字、録音、大活字、テキストデイジーによる「点字図書館だより」を毎月発行

し、当館の新刊案内や新書の紹介、その他の様々な情報提供を行った。 

・視覚障害者情報機器の展示会を１０月に開催し、利用者や他の視覚障害者へ最新

の情報機器の紹介と図書館サービス案内を行った。（参加業者 県内２社 県外

２社 参加者８０名） 

・点字・音訳刊行物を延べ１２,２１８部発行し、様々な情報を提供した。 

・利用者から依頼を受けての図書等製作や複製等のプライベートサービスを行い、

個人が必要な情報を数多く提供した。 

製作（点訳８４件・テープ０件・デイジー２２件・テキストデイジー２件） 

複製（６２件） 
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○図書の製作等 

点字図書１３１タイトル（４５５冊）、テープ録音図書１タイトル（８巻）、

デイジー録音図書１０４タイトル（１０４枚）を製作し、蔵書として受け入れた。

タイトル数は前年度比では１パーセント（２２タイトル）減少しているが、減少

率としては前年度比２２パーセントからは下がっている。 

平成２６年度分の蔵書に占める当館製作率は６４％、厚生労働省等からの委託

図書３３％、購入０％、寄贈３％である。 

 

○地域生活支援事業 

 ・奉仕者養成事業   

点訳・音声訳奉仕者養成講座を６月から３月まで、各３０回開催した。その結

果、点訳３名、音訳４名が修了し、当館奉仕員として登録することができた。 

なお、修了生は今後２年次研修を行い、資質（技術）の向上に努めていく。 

・即時情報ネットワーク事業   

日本盲人連合会が提供する毎日の新しい情報を点字版で７名、延べ１,９２９名

に、電子メールで１２名、延べ２,６２８名に提供した。 

 ・声の広報等発行事業   

録音版の「県議会だより」を年４回、「県政だより」を年６回製作し、県議会

だよりを延べ７２０部、県政だより「あきたびじょん」を延べ８８２部発行した。

利用実人員は、２９１人である。 

 

○会議等の開催 

 ・ボランティアグループ代表者会議（４月） 

 ・点訳奉仕者研修会 

視察研修会「秋田県立盲学校」（１１月） 

参加者４０名 

 ・奉仕者表彰式（１１月）（館長表彰感謝状８名 館長表彰奉仕活動記念賞１４名） 

 ・利用者、職員、製作ボランティア、苦情解決委員及び開催地行政担当者との懇談

会 

６月：秋田市   参加利用者   ９名（付添者３名含む） 

９月：由利本荘市 参加利用者  １０名（付添者４名含む、盲導犬１頭） 

 ・平成２６年度の苦情（相談等）は無く、３月の苦情解決委員会で報告した。 

 

○地域交流等 

・「中学生の職場体験」を１回（生徒２名）受け入れ、貸出・蔵書管理体験を実施

した。 

・夏休みの親子での点字図書館見学（見学者５組１３名）、小学校町探検（生徒５

名、保護者１名）、小学校からの点字図書館見学、点字体験学習（児童６９名、
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教師５名）、盲学校からの点字図書館見学（生徒２名、教師２名）に対応し、点

字への関心を深めた。他、随時の見学に対応して地域社会との交流を図った。 

・点訳ボランティアの協力により小学校での点訳指導を行った（秋田市１校、大館

市１校）ほか、音訳ボランティアの協力により、市（能代市、由利本荘市）の声

の広報発行に携わっているボランティアへの音訳指導を行った（３件）。 

・学校、団体等の依頼により、点字器の貸出に対応した（７件）。 

 

○公共情報への協力 

 ・国、地方自治体からの公報等の点訳・音訳の依頼に応え、ボランティアの協力に

より点訳版、音訳版製作を行っているが、平成２６年度は日本盲人委員会衆議院

議員選挙音声版の１件であった。 

 

○経費の節減 

指定管理施設であることを自覚し、毎月の職員会議において光熱水費等の使用

状況を周知するとともに、特に節電については目標を定め運営費の節減に努めた。 

 

（Ｈ２６．４．１～Ｈ２７．３．３１）

タイトル 冊数 タイトル 巻数 タイトル 枚数 タイトル 数

55 162 0 0 65 65 120 227

131 455 2 10 104 104 237 569

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

3 18 0 0 9 9 12 27

189 635 2 10 178 178 369 823

タイトル 冊数 タイトル 巻数 タイトル 枚数 タイトル 数

0 総記 9 38 5 38 39 39 53 115 0.6%

1 哲学 33 93 24 134 144 144 201 371 2.4%

2 歴史 24 88 37 257 157 157 218 502 2.6%

3 社会科学 35 163 42 268 158 158 235 589 2.8%

4 自然科学 38 140 33 188 194 194 265 522 3.2%

5 工学 8 26 12 67 46 46 66 139 0.8%

6 産業 8 23 6 32 22 22 36 77 0.4%

7 芸術 19 74 25 169 117 117 161 360 1.9%

8 語学 4 13 6 35 27 27 37 75 0.4%

9 文学 448 2,058 791 6,502 5,875 5,902 7,114 14,462 84.8%

626 2,716 981 7,690 6,779 6,806 8,386 17,212 100%

購 入

合計 タイトル
構成比

寄 贈

合 計

点字図書

年間の図書受入状況

厚生省委託

自 館 製 作

複 製

　テープ録音図書 デイジー録音図書 合計

合計

年間の図書貸出状況

（Ｈ２６．４．１～Ｈ２７．３．３１）

点字図書 録音図書 デイジー図書
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